平成●●年●月●日
担当教員各位
　　　　　　　センター
　センター

障害のある学生の配慮・調整依頼　(授業・試験)

　平素は障害のある学生の受講にご理解とご配慮を賜り、厚く御礼申し上げます。
[bookmark: _GoBack]　さて、下記の通り、貴台ご担当の授業を障害のある学生が履修しますのでお知らせいたします。後日、障害のある学生が「授業・試験における配慮希望シート」を持参して先生に配慮の要望を伝えます。障害のある学生が障害のない学生と平等に受講できるよう、配慮内容について検討し、先生と学生の双方で確認をしてください。なお、　　　　　　　センターは配慮内容に関する相談や仲介をしておりますので、ご不明な点やご質問がありましたらご連絡ください。また、裏面に参考として日本学生支援機構（2014）による「教職員のための障害学生修学支援ガイド」からの抜粋「障害別配慮事項まとめ」を記載しましたので、配慮内容の検討の際にご参照ください。
　何卒よろしくお願い申し上げます。

	学部学科
	●●学部　●●学科
	学生証番号
	000000

	学生氏名
	●●　○○○

	障害種別
診断名・状態
	視覚障害１級　全盲に近い状態（視野視能95%以上の損失率）

	配慮が必要な理由




受講上の
配慮例
	全盲のため、紙に書かれたもの・印刷されたもの・板書・スライドから情報を得ることができない。移動時は点字ブロック・白杖を使用。慣れるまではガイドを必要とする。
【配慮例】
1 移動面での配慮：授業間の学内移動による遅刻の免除
2 配付資料の提供方法、形式の工夫：点訳・点図化、テキストデータ化など
点訳・点図・テキストデータ化は当センターで手配を行いますので早めに依頼してください。
3 使用機器類：ブレイルセンス（音声点字携帯情報端末）、ICレコーダー、読み上げ機能付きPCの使用許可
4 実験におけるサポート：学生サポーターの派遣
5 講義時には指示語、ジェスチャーの使用を避けてください。

	試験配慮
	1 試験問題・解答方法：試験問題は点訳、解答は点字タイプライターを使用　※　点訳、墨字化の手配は当センターで行いますので早めの依頼をお願いします。
2 試験時間・レポート提出の延長：
点字タイプライター使用のため試験時間を２倍に延長する
レポート提出延長は学生本人が相談いたします。


【お問い合わせ先】　　　　　　　　　センター
TEL:　　　　　　　　　　　　 Mail：
障害別配慮事項まとめ

参考

以下は、教員が主にかかわる授業時、試験時に関する配慮・調整内容の例です。ここに記載したものはあくまで一例であり、個別の状況に合わせて配慮・調整内容を検討し、合意のもと決定、実施する必要があります。

	· 肢体不自由：脳性まひ、脊髄損傷、筋ジストロフィー、骨形成不全症 等

	· アクセシビリティ‐移動面での配慮（授業間の学内移動による遅刻など）PCテイカー・ポイントテイカーの配置、PCやタブレットの持ち込み利用、ICレコーダー（録音）利用を許可する。
· 紙の扱いに困難さがある場合、レジュメ・配付資料を予めデータで送付する。
· 授業内レポートのメール提出を許可する。
· 試験時間の延長、別室試験、PC利用、マークシートの場合はチェック回答への変更を許可する。

	· 聴覚障害：ろう・重度～軽度難聴（両耳・片耳）/感音性・伝音声・混合性

	· PCテイカーの配置。口元が見えるように話す。
· 口元が見えやすい位置、聞こえの状態に合わせて座席を設定する。
· 映像文字起こしが必要な場合は、余裕をもってセンターへ文字起こしを依頼する。
· 学生への指示・アナウンスは板書して目に見える形にする。試験時は文書で伝達を行う。
· グループディスカッション進行時は、参加できているかどうか配慮し、情報伝達の方法などを工夫する。

	· 視覚障害：盲～弱視/視野狭窄、色覚障害等

	· アクセシビリティ‐移動面での配慮（授業間の学内移動による遅刻など）
· 読み上げ機能付きPCの利用を許可する。
· 配付資料の提供方法、形式の工夫 をする。例）スライド → テキスト化、写真・図→説明を加える
· 教科書・配付資料の点訳・テキストデータ化をセンターに依頼する。
· 配付資料の拡大提供（単純拡大，フォント・ポイント数指定拡大　例）ゴシック体・24Pt・Bold）
· なるべく指示語の使用を避ける。
· 点字タイプライター、PCを利用した受験を許可する。※点字タイプライターの場合、試験時間の延長

	· 発達障害：自閉症スペクトラム障害（ASD）/ 注意欠陥・多動性障害（ADHD）/ 限局性学習障害（SLD）/ 発達障害の重複

	· 話を聞きながらノートをとる同時並行の作業に困難さがあるため、できるだけレジュメ等の配付資料を使用し、学生が講義内容の情報を得やすいようにする。あとから学習しやすいようにmoodleに映像や資料をアップする。
· 書字に困難さがある（ディスレクシア）場合、PCやタブレットの使用を許可する。授業内レポートのメール提出を許可、小テストの実施・代替方法を検討する。
· 読字に困難さがある（ディスレクシア）場合、読み上げ機能のある電子機器やアプリの使用を認め、提供データの形式を工夫する　例）音声読み上げに対応したテキストデータでの提供
· 暗黙のルールがわからないケースが多いため、受講ルールを明確にする。例）質問のタイミング・演習での役割等
· 実験においては、口頭だけではなく図を多用したわかりやすい説明資料を用意し、事故につながらないようチェックリストを作成するなどして確認を行う。必要に応じてTA等の補助員の配置を検討する。
· あいまいな表現を避け、具体的・体系的な伝え方を心がける。
· 例）「あなたはどう思いますか？」→「AとBではどちらがいいと思いますか？」「AのほうがBより優れている理由を教えてください」
· 講義開始時にその日の内容や到達点を示し、学生が見通しを持ちやすくする。
· 感覚過敏がある場合、軽減させるため必要な機器などの使用を許可する。
· 例）ノイズキャンセリングヘッドフォン・サングラス等

	· 精神障害：統合失調症、うつ病、不安障害、睡眠障害、摂食障害、高次脳機能障害 等

	· 座席指定の講義などでは、退室しやすい位置に配慮する。
· 遅刻・欠席の取り扱いについて配慮・検討する。
· 別室試験の設定、試験中の服薬を許可する。

	· 病弱・虚弱：てんかん、気管支喘息、アトピー性皮膚炎、慢性腎疾患、心臓疾患 等

	· 定期健診、通院等による欠席の取り扱いについて配慮・検討する。


◎成績評価に関しては、ハンディに基づいた一定の配慮は必要ですが、課題や試験などを免除したり、評価基準を変更する必要はありません。
【参考文献】独立行政法人日本学生支援機構（2014）「教職員のための障害学生修学支援ガイド（平成26年度改訂版）
